
教職員の皆様へ 

令和７年度「電子メディアとの付き合い方学習ノート（シート）」の活用について 

 

先生方へのお願い 

この「電子メディアとの付き合い方学習ノート（シート）」（以下「ノート」という。）は、電子メディア（テレビ、スマートフォン、

パソコン、ゲーム機、音楽プレーヤー等）との上手な付き合い方を学校や家庭で学習できるようにつくりました。このノート

を利用して、児童・生徒自身が電子メディアの使い方を振り返ったり、使い方について家の人と話し合ってルールを決め

たりできるようになっています。 

また、ノートには家族で話し合う際の参考にしていただくため「保護者のみなさんへ」のページもあります。シートについ

ては、家族に限らず友だちと話し合うこともできるようにしています。下記の活用例を参考にしていただき、学級活動のほ

か、保護者への啓発など幅広く御活用ください。なお、学習ノートのデータ版（PDFファイル）は鳥取県教育委員会事務局

社会教育課のホームぺージからダウンロードすることができます。必要に応じて繰り返しお使いください。 

 

【ノート（シート）の種類と対象学年】 

学習ノートＡ：小学校１～３年生、学習ノートＢ：小学校４～６年生、学習シートＣ：中学生・高校生 

 

 

活用例 

※活用例ですので、それぞれの学校の実態に合わせて有効に御活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭学習の課題として記入 

電子メディアとの付き合い方やルールを家庭で話し合い、話し合ったことを

記入 

学級活動・道徳・総合的な学習の時間等で「情報活用能力」の育成のための学習活動で活用 

・情報があることを知り適切に扱おうとする態度 

・個人情報や著作権などの配慮が必要なことを理解する 

・電子メールや SNS等の特色を理解し、適切に利用しようとする態度 

・誤認性や危険性を理解した上で適切に利用しようとする態度 

・多角的に検討しようとする態度 

ショートホームルーム（朝の会、帰りの会など）で記入 

家庭（学校）での話し合いの様子を 

 ・学年・学級通信で紹介 

 ・参観日後の学年・学級懇談で活用 

していただくと、なお効果が期待できます。 

学校で回収 

学校で… 

家庭で… 

家庭への啓発 


